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Ⅰ 実施計画の趣旨 

 

１ 計画の目的 

 第４次清川村総合計画令和６年度実施計画では、基本構想に掲げる将来像

「水と緑あふれる心のふるさと」の実現に向け、前期基本計画に示した施策の

基本方針に基づく具体的な事業を計画的かつ効果的に推進するために策定する

もので、毎年度の予算編成及び事業実施の具体的な指針となるものです。 

実施計画には、事業目的や事業概要を記し、各施策の内容を具体的に表すと

ともに、現状値及び次年度以降の目標値を示すことで、第４次清川村総合計画

を着実に推進するとともに、前期基本計画の目標である「魅力あふれる 夢と

希望と安心の村 きよかわ」の達成を目指すものです。 

 

２ 総合計画の構成・計画期間 

 第４次清川村総合計画は、次の３層で構成しています。 

 

 (１) 基本構想（10年間） 

    村が目指す将来像と、これを実現するための６つの基本目標を定めた

ものです。 

    ＜計画期間＞ 令和６(2024)年度～令和 15(2033)年度 

 

  ※ 村づくりの方向性（６つの基本目標） 

    ① 自然と調和した美しい村づくり 

    ② 快適で安全・安心な村づくり 

    ③ 生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり 

    ④ 健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり 

    ⑤ 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり 

    ⑥ 村民と行政が共に歩む村づくり 

 

 (２) 基本計画（５年間） 

    基本構想で定めた６つの基本目標に基づき、施策の方針や施策体系を

定めたものです。 

    ＜計画期間＞ 前期基本計画：令和６(2024)年度～令和 10(2028)年度 

           後期基本計画：令和11(2029)年度～令和 15(2033)年度 
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 (３) 実施計画（３年間） 

    基本計画で定めた施策の方針に基づき、具体的な事業を年度別に定め

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実施計画の構成 

 (１) 計画期間 

    実施計画の計画期間は、令和６(2024)年度～令和８(2026)年度としま

す。なお、実績の評価や情勢の変化等に柔軟に対応するため、ローリン

グ方式により毎年策定します。 

 (２) 事業単位 

    実施計画の対象事業の単位は、原則として予算上の事業単位としま

す。ただし、事業がその対象者や目的などと異なる複数の事業から構成

されている場合は、それぞれの事業を細分化した実施計画事業としま

す。 

    また、今後、新年度予算編成時において、必要に応じて事業の分離・

集約等を検討します。 

 (３) 対象事業 

    実施計画の対象事業は、前期基本計画に掲げる施策に基づき実施する

事業について定めるものとし、原則として次に該当するものとします。 

    ① 単年度事業費が概ね 500万円以上で、新たな施設整備等を伴う事業 

    ② 新規創設又は既存制度の拡充を伴うソフト事業 

    ③ その他、成果指標（数値目標）の達成に資する事業であって、計画

期間中に実施する主要な経常的事業 

     ※ ただし、行政内部経費（一般事務経費、庁舎等維持管理経費、
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審議会等運営経費等）等の義務的・付随的に実施する事業につい

ては、事業体計上重要なものを除き対象外とします。 

 (４) 事業費 

    実施計画に掲載している事業費の推計は現時点における概算であり、

今後の状況変化等により、金額や実施年度を見直すことがあります。ま

た、実施計画に掲載している事業費は必ずしも予算化されるものではな

く、毎年度の予算編成時に精査を行い、状況に応じて編成され、議会の

議決を受けることによって確定します。 

 

４ 進行管理 

  実施計画に位置付けた事業については、ＰＤＣＡサイクルを活用した適正

な進行管理により効果的かつ効率的な事業展開を図ります。また、毎年度実

施する施策の評価において進捗状況や成果を把握した上で、必要に応じて見

直しや改善を行います。 
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Ⅱ 施策体系 

基本目標１ 自然と調和した美しい村づくり 

基本方針 掲載事業数 

自然環境の保全 ７ 

環境負荷の軽減 ２ 

ごみの資源化・減量化の推進 １ 

基本目標２ 快適で安全・安心な村づくり 

基本方針 掲載事業数 

上下水道の適正管理 ２ 

快適で利便性の高い住環境の整備 ５ 

安全・安心な社会基盤の整備 ６ 

基本目標３ 生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり 

基本方針 掲載事業数 

健康寿命の延伸 ９ 

福祉サービスの充実 ８ 

多様性と人権の尊重 ２ 

基本目標４ 健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり 

基本方針 掲載事業数 

子育て環境の充実 ６ 

教育環境の充実 ４ 

文化・芸術の振興と承継 ２ 

基本目標５ 地域特性を活かした、魅力とにぎわいのある村づくり 

基本方針 掲載事業数 

農林商工業の振興 ４ 

観光産業の活性化 ４ 

地域経済の活性化 １ 

地域セールスの推進 ３ 

移住・定住の促進 ４ 

基本目標６ 村民と行政が共に歩む村づくり 

基本方針 掲載事業数 

地域コミュニティの活性化 ２ 

効率的な行財政運営の推進 ３ 

情報共有・情報発信体制の強化 ２ 

実施計画掲載事業合計 77 事業 
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Ⅲ 実施計画事業 

 ◆実施計画事業の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜成果指標＞ 
前期基本計画期間中に
達成を目指す指標を記
載しています。 
 

＜基本施策＞ 
前期基本計画における
取組みの方針を記載し
ています。 

＜実施計画事業＞ 
事業の概要及び３年間
の事業計画を記載して
います。 

＜実施計画事業の記載内容＞ 
① 事 業 名：予算事業の名称 
② 内  容：当該年度の事業概要 
③ 事 業 費：当該年度の予算額及び翌年度・翌々年度の予算額（概算） 
④ 区  分：新規：新たに予算化した事業 
       継続：引き続き実施する事業 
       拡充：制度の新設又は改正を伴い、拡大して実施する事業 
⑤ 実施年度：計画期間中（３年間）の実施有無を表示 
⑥ 所 管 課：当該事業の所管課名 

① ② 

③ ④ 

対応する SDGs のゴール
を示しています。 

⑤ 

⑥ 
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基本目標１ 

自然と調和した美しい村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



1

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 森林資源の維持・保全

② 鳥獣被害等防止対策の推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　森林整備などにより森林を管理
することで吸収された温室効果ガ
スの量を認証する国の制度を活用
し、クレジットとして売却するこ
とで、森林整備等に係る財源の確
保を図ります。

4,500 新規 ■ ■ ■

2

　鳥獣による農作物被害や生活被
害を防止するため、県猟友会清川
支部と連携し、銃器、箱わな、く
くりわな及び囲いわなを使用した
捕獲及び追い払いを実施するほ
か、村内耕作者が設置する電気柵
等の資材購入費について、その一
部を助成します。

6,656 継続 ■ ■ ■

3

　ヤマビルによる被害軽減を図る
ため、村民に対して殺ヒル剤及び
忌避剤の助成販売や草刈り機、殺
ヒル剤及び散布機の無償貸与を行
います。
　また、登山道入口への殺ヒル剤
及び忌避剤を設置し、来訪者に対
する被害軽減を図ります。

346 継続 ■ ■ ■

自然と調和した美しい村づくり

自然環境の保全

基本目標

基本方針

数値目標 基準値

森林整備面積

村民実感度

　森林の整備にあたっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度に発揮させるため、各機能の充実と機能
間の調整を図り、適正な森林施業の実施により健全な森林資源の維持保全を図ります。

森林整備に対する満足度

有害鳥獣捕獲頭数

35.27ha

158頭

基準値

48.1%

31.1%

所管課

鳥獣被害に対する満足度

　神奈川県が定める鳥獣保護管理事業計画に基づき、適正な個体数管理を行うとともに、猟友会などの関係団体
による駆除体制の強化を促進します。
野生動物が森林で生息できるような環境整備に取り組むことで村民生活への悪影響を防止するとともに、生態系
や生物多様性を保全します。

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

J-クレジット推進事業 建設農林課

鳥獣被害対策事業 建設農林課

ヤマビル被害防除対策事業 建設農林課
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4

　煤ヶ谷地区に設置している広域
獣害防止柵の巡視、修理を行うこ
とにより、鳥獣による農作物被害
軽減を図ります。

1,616 継続 ■ ■ ■

5

　県民税の超過課税（水源環境保
全税）を財源とし、良質な水の安
定的確保及び生物多様性の保全を
目的として、水源環境保全・再生
第４期実行５か年計画に基づき、
地域水源林エリア内の私有林、水
源の森林エリア内の村有林整備を
行います。

79,625 継続 ■ ■ ■

6

　森林吸収源対策として、各市町
村に交付された森林環境譲与税を
活用して、森林の景観整備及び危
険木の処理を行います。

15,000 継続 ■ ■ ■

7

　自然の健全な生態系を維持する
とともに、野生鳥獣による農作物
被害防止及び生活被害軽減を図る
ため、猟区を開猟します。

1,355 継続 ■ ■ ■

森林環境保全事業 建設農林課

猟区運営事業 建設農林課

広域獣害防止柵管理事業 建設農林課

水源環境保全再生事業 建設農林課
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1

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 地球温暖化防止対策の推進

② 温室効果ガス排出量の抑制

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　自然エネルギーの有効利用によ
る環境負荷の軽減を図るため、住
宅用の太陽光発電設備、太陽熱利
用設備及び木質バイオマスストー
ブの設置費用の一部を補助しま
す。また、温室効果ガス排出量の
削減につながる電気自動車の導入
費の一部を補助し、地球温暖化対
策を推進します。

450 継続 ■ ■ ■

2

　令和５年度に策定した環境基本
条例に基づく「環境基本計画」の
策定に着手し、環境施策の効果的
な推進を図るための具体な指針、
目標及び総合的な指標を定め、地
域の自然的社会的条件に応じた環
境の保全及び創造のための施策を
総合的かつ計画的に推進します。

4,248 継続 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

地球温暖化対策事業 環境上下水道課

環境対策事業 環境上下水道課

　家庭や企業における温室効果ガスの排出抑制を図るほか、温室効果ガスの吸収源である森林の機能維持を図
り、社会全体における環境負荷の軽減に貢献します。

主要公共施設におけるCO2排出量 1,382t-CO2

村民実感度 基準値

地球温暖化防止対策事業の充実度 57.9%

　再生可能エネルギーを積極的に導入し、地球環境問題への対策を強化します。また、環境教育の推進を図り、
地球環境保護に対する意識醸成を行います。

基本目標 自然と調和した美しい村づくり

基本方針 環境負荷の軽減

数値目標 基準値

- 10 -



1

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① ごみの資源化・減量化の推進

② 安定的なごみ処理体制の確立

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　限りある資源の有効利用とリサ
イクルを推進し、ごみの減量化を
図ることにより、循環型社会形成
を推進します。

5,539 継続 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

ごみ減量化・再資源化事業 環境上下水道課

　ごみ中間処理施設の整備を見据え、ごみ質の統一化や収集体制の構築などごみの安定的かつ確実な広域処理体
制を確立します。

１人１日あたりの家庭系ごみ排出量 868.5g

ごみの資源化率 29.3%

村民実感度 基準値

ごみの資源化・減量化に対する満足度 65.5%

　地域と連携し、ごみの排出抑制や分別の徹底など、家庭系ごみのさらなる資源化・減量化を推進します。
また、不適正排出事業者等に対し適正処理を求めるとともに、事業系ごみの排出抑制やさらなる資源化・減量化
を進めるため、意識啓発や周知を強化します。

基本目標 自然と調和した美しい村づくり

基本方針 ごみの資源化・減量化の推進

数値目標 基準値
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基本目標２ 

快適で安全・安心な村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 安全でおいしい水の安定供給

② 下水道の適正な維持管理と水質の保全

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　下水道施設の円滑かつ適正な維
持管理を行い、快適な住環境の確
保と公共用水域の水質保全に努め
るとともに、老朽化が進んでいる
施設・設備を更新し、施設の安定
稼働及び適正な運転管理を図りま
す。

482,806 継続 ■ ■ ■

2

　安全で安定した水道水の供給を
行うため、水道施設や設備の適正
な維持管理を行うとともに、老朽
化が進んでいる施設・設備を更新
し、施設の安定稼働及び適正な運
転管理を図ります。

103,039 継続 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

下水道事業特別会計 環境上下水道課

簡易水道事業特別会計 環境上下水道課

　下水道施設の適正な維持管理を図り、ストックマネジメント計画に基づく長寿命化対策を推進するほか、経営
状況に見合った下水道使用料の見直しを行うとともに、合併浄化槽の適正管理の指導に努めます。
　また、水源地としての責務を果たすため、河川環境の維持や水質保全に取組みます。

水質検査結果項目における基準値を逸脱する項目数 ０項目

下水道施設設備の長寿命化率 5%

村民実感度 基準値

簡易水道事業に対する満足度 79.5%

下水道事業に対する満足度 69.1%

　水道施設の適正な維持管理を図り、清川村簡易水道施設設備更新事業計画に基づく長寿命化対策を推進すると
ともに、経営状況に見合った水道料金の見直しや施設の長期的な管理運営に必要な体制整備を行います。

基本目標 快適で安全・安心な村づくり

基本方針 上・下水道の適正管理

数値目標 基準値
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2

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 環境美化の促進

② 公共交通の確保・充実

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　早朝及び深夜帯の村民の日常生
活における交通の利便性向上を図
るため、路線バス事業者に対し延
伸または増便に係る運行経費を補
助します。

7,994 継続 ■ ■ ■

2

　路線バスの通勤定期券を購入し
通勤している村民に対し、購入費
の一部を補助することで、路線バ
スの利用促進と利用者の経済的負
担の軽減を図ります。

498 継続 ■ ■ ■

3

　不法投棄や散乱ごみを抑止し、
生活環境の保全を図るため、防犯
カメラによる監視や県との合同パ
トロールを実施するとともに、投
棄された不法投棄物の撤去、運
搬、処理を実施します。また、投
棄が懸念される箇所に不法投棄防
止啓発看板等を設置します。

369 継続 ■ ■ ■

4

　村道谷戸横道線新設改良工事
（第３期）を実施するほか、関係
路線である寺家の谷線の改良工事
を実施します。
　また、狭あい路線である村道三
浦線の改良工事に向けた用地買収
やの道路改良に向けた事業に着手
します。

48,199 継続 ■ ■ ■

5

　利用者が良好な状態で通行でき
るよう、道路環境の適正な維持管
理を行います。
　また、道路パトロールを実施
し、緊急的な補修や、測量業務、
路面凍結対策や降雪時の除雪作業
を行います。

20,544 継続 ■ ■ ■

基本目標 快適で安全・安心な村づくり

基本方針 快適で利便性の高い住環境の整備

数値目標 基準値

　早朝・深夜路線バスの運行を継続し、公共交通の維持・充実を図るとともに、運賃助成などによる路線バス
の利用環境の向上を推進します。

不法投棄件数 20件

清川村みちづくり計画に基づく村道整備率 18.3%

村民実感度 基準値

地域環境美化に対する満足度 57.9%

道路機能の維持に対する満足度 55.7%

　防犯カメラの運用やパトロールによる不法投棄防止体制を継続するとともに、不法投棄をさせない地域づく
りを進め、美しい景観を保全します。また、クリーンキャンペーンなどの地域美化活動を継続し、美化意識の
向上を図ります。

不法投棄防止対策事業 環境上下水道課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

生活交通確保対策事業 政策推進課

路線バス利用促進事業 政策推進課

道路新設改良事業 建設農林課

道路橋梁維持補修事業 建設農林課

公共交通に対する満足度 34.8%
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2

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 防災・減災対策の強化

② 地域消防力の強化

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　交通事故の防止・撲滅を目標
に、交通安全指導員とともに実施
する、交通安全教育や指導を強化
し、交通安全意識や交通マナーの
向上を図ります。
　また、自転車用ヘルメット購入
費の補助を開始し、安全対策の強
化を図ります。

3,025 拡充 ■ ■ ■

2

　地域ぐるみによる防犯活動及び
防犯対策を推進するとともに、防
犯灯や防犯カメラ等の設備の充実
及び適切な維持管理を行うこと
で、犯罪の発生しにくい、安全・
安心な村づくりを推進します。

5,228 継続 ■ ■ ■

3

　近年多発している、高齢者等を
対象とした特殊詐欺被害を未然に
防止するため、迷惑電話防止機能
を有する電話機等の購入費を補助
し、犯罪の抑止及び防犯意識の向
上を図ります。

50 継続 ■ ■ ■

防災訓練参加率

消防団員数

交通事故発生件数

16%

84人

９件

特殊詐欺被害防止対策事業 総務課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

交通安全推進事業 総務課

安全・安心まちづくり事業 総務課

　地域における初期消火体制の強化や消防装備・消防水利の整備・充実を図るほか、消防団の機能強化や団員
確保に努めます。また、厚木市消防との連携を深め、地域消防力の強化を図ります。

消防・救急に対する満足度 79.5%

防災行政無線難聴地域解消率 -

刑法犯認知件数 10件

村民実感度 基準値

防災・減災対策に対する満足度 62.9%

交通安全・防犯対策に対する満足度 64.7%

　大規模災害や多様化する危機事象に対応するため、「清川村地域防災計画」に基づき地域一体となった防
災・減災対策を進めるとともに、近隣市町の防災関係機関と連携して、災害に強い村づくりを推進します。

基本目標 快適で安全・安心な村づくり

基本方針 安全・安心な社会基盤の整備

数値目標 基準値
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4

　非常備消防組織である消防団の
団員の確保及び組織・設備の充実
に努め、火災予防の推進や防災機
能の強化を図ることで、火災が発
生しない、火災を拡大させない村
づくりを推進します。

14,836 継続 ■ ■ ■

5

　村地域防災計画に基づき、防災
訓練の実施や防災備蓄品の充実、
防災設備の強化を図り、災害に強
い村づくりを推進します。
　また、新たに宮ヶ瀬地区に災害
用防災トイレを設置することで、
帰宅困難者等への対応を強化しま
す。

44,249 拡充 ■ ■ ■

6

　防災行政無線や全国瞬時警報シ
ステム（Ｊアラート）等の防災施
設・設備の維持管理に努めるほ
か、防災関係機関との連携強化を
図ることで、災害時に迅速かつ適
切な対応をとることができる環境
を整備します。

5,069 継続 ■ ■ ■

消防組織維持・強化事業 総務課

地震等防災対策事業 総務課

防災施設・設備維持管理事業 総務課
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生涯を健康で、 

支え合いながら暮らせる村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 地域医療体制の充実

② 疾病・感染症の予防と総合的な健康づくりの推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　総務省の地域活性化起業人制度
を活用し、食育を軸とした村民の
健康づくりの推進や健康寿命の延
伸、村産食材の魅力向上に資する
ことで地域の活性化を図ります。

5,600 新規 ■ ■ ■

2
　救急医療や医療相談体制を確保
することで、安心・安全の確保と
生活の質を高めます。

7,888 継続 ■ ■ ■

3

　がん検診の受診率の向上を図る
ことで、がんの早期発見、早期治
療につなげるほか、正しい健康意
識の啓発を実施します。

5,601 継続 ■ ■ ■

生涯学習イベント開催数

生涯スポーツイベント開催数

２件

２件

がん検診事業 子育て健康福祉課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

地域活性化事業 政策推進課

医療対策事業 子育て健康福祉課

　健康寿命の延伸、村民の健康管理や健康づくり、心の健康維持のため、各種講座や相談、健(検)診等の保健事
業と介護予防事業の一体化を推進し、村民の健康保持・増進を図ります。

健康づくり事業の充実度 72.3%

健康診査受診率 33.2%

村民実感度 基準値

地域医療体制の充実度 61.7%

生涯スポーツ・生涯学習の充実度 54.2%

　県立煤ヶ谷診療所及び村立宮ヶ瀬診療所のほか、近隣市町の医療機関との連携による医療機関の確保を推進す
るとともに、救急医療をはじめとする地域医療体制の充実を図ります。

基本目標 生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり

基本方針 健康寿命の延伸

数値目標 基準値
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4
　歯科疾患の早期発見、早期治療
を促進するため、成人歯科検診及
び口腔がん検診を実施します。

868 継続 ■ ■ ■

5

　やまびこ健診を継続実施し、疾
病の早期発見、早期治療を促進す
ることで、村民の健康維持増進、
生活習慣の改善のほか、健康意識
の高揚を図ります。

6,960 継続 ■ ■ ■

6

　生活習慣病予防をはじめとする
健康に関する正しい知識の普及に
より「自らの健康は自らが守る」
意識を高めることで、村民の健康
保持増進を図ります。

277 継続 ■ ■ ■

7

　健診や医療、介護に関するデー
タ等を活用し、保健事業と介護事
業を一体的に実施することで、高
齢者が抱えるさまざまな健康課題
に対応します。

653 継続 ■ ■ ■

8

　スポーツレクリエーションを通
じ、村民の心身の健康増進と体力
づくりを図るとともに相互のふれ
あいを深めることを目的として、
各地区の体育祭を実施します。

368 継続 ■ ■ ■

9

　３年間実施したグラウンド・ゴ
ルフ体験教室の次のステップとし
て、新たに村主催のグラウンド・
ゴルフ大会を開催し、競技の裾野
を広げていくとともに、カヌーや
ボッチャなどのスポーツレクリ
エーションを通じて、村民の心身
の健康増進を図ります。

120 継続 ■ ■ ■

健康寿命延伸事業 子育て健康福祉課

体育祭 生涯学習課

生涯スポーツ推進事業 生涯学習課

成人歯科健康診査事業 子育て健康福祉課

やまびこ健診事業 子育て健康福祉課

健康増進事業 子育て健康福祉課
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3

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 高齢者・障がい者福祉サービスの充実

② 社会参加と生きがいづくりへの支援

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

 日常生活に支障のある高齢者や
家族が安心して暮らせるよう、身
元確認や安否確認を行う体制を構
築し、高齢者福祉の増進を図りま
す。

586 継続 ■ ■ ■

2

　高齢者の心身の機能維持と自立
促進のため、補聴器の購入費助成
を行い、日常生活の利便に供する
ほか、生きがいや健康づくりを増
進するため、レクリエーション活
動等を実施する交流の場を提供
し、地域における活躍を促進しま
す。

833 継続 ■ ■ ■

3

　バス事業者が販売している高齢
者バス割引乗車券を購入する高齢
者に対し、当該購入費の一部を助
成することで、高齢者の外出機会
拡大や社会参加の促進、健康づく
りを推進します。

1,491 継続 ■ ■ ■高齢者外出支援事業 子育て健康福祉課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

高齢者見守り事業 子育て健康福祉課

高齢者の生きがいづくり推進事業 子育て健康福祉課

　高齢者や障害のある方がいつまでも自立した生活を送ることができるよう、福祉施策を充実させるとともに、
生きがいづくりや就労、地域活動など社会参加を支援し、地域共生社会の実現を目指します。

サロン活動の地域カバー率 0.778

要介護認定率 16.5%

村民実感度 基準値

社会参加と生きがいづくり支援の充実度 59.8%

高齢者・障がい者福祉サービスの充実度 70.3%

各種保険サービスの充実度 61.7%

　現行のサービスを継続するとともに、ニーズに合わせた地域包括ケアシステムの運用を図ります。また、高齢
者が安心して住み続けられるよう、健康づくりと介護予防を一体的に実施するほか、障がい者の自立と社会参加
に向けた支援を図ります。

基本目標 生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり

基本方針 福祉サービスの充実

数値目標 基準値
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4

　運転免許証を自主返納した高齢
者に対し、高齢者バス割引乗車券
購入費の自己負担額を２年間にわ
たり全額助成することで、自動車
の運転に不安を持つ高齢者の自主
的な免許返納を促し、交通事故の
防止および社会参加の増進を図り
ます。

141 継続 ■ ■ ■

5

 重度障害者（身体障害者１級～
３級、知的障害者A1～B1、精神障
害者１級）が医療機関で保険診療
を受けた際の自己負担を助成しま
す。

11,710 継続 ■ ■ ■

6

　介護保険法に基づき、65歳以上
の方（第１号被保険者）及び40～
64歳までの方（第２号被保険者）
からの保険料を財源として、要介
護・要支援の認定を受けた方に各
種介護・予防サービスを提供しま
す。

350,929 継続 ■ ■ ■

7

　75歳以上の方と、65歳から75歳
未満の方で一定の障害を持ち、後
期高齢者医療広域連合から認定を
受けた方に対し、保険料の相談や
還付手続き、入院や療養に係る医
療給付、葬祭費の支給手続きを受
ける等、健康保健の向上及び適切
な医療の確保を図ります。

93,755 継続 ■ ■ ■

8

　国民健康保険法に基づき、被保
険者の入院や療養に係る医療給
付、出産育児一時金や葬祭費の支
給など、健康保健の向上及び適切
な医療の確保を図ります。

374,341 継続 ■ ■ ■

後期高齢者医療事業特別会計 税務住民課

国民健康保険事業特別会計 税務住民課

高齢者運転免許証自主返納者支援事業 子育て健康福祉課

重度障害者医療費助成事業 子育て健康福祉課

介護保険事業特別会計 子育て健康福祉課
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3

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 多様性に対する理解の増進

② 平和学習の推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　戦争を知らない世代が増え、当
時の悲惨な記憶が風化しつつある
今日において、戦争の悲惨さや平
和の尊さを次世代に継承し、世界
の恒久平和の実現を図ることを目
的に、「清川村中学生平和訪問
団」の活動などを支援します。

872 継続 ■ ■ ■

2

　男女共同参画基本計画の基本理
念である「男女が支え合い、多様
な生き方を認め合うきよかわの実
現」に向け、講演会を開催し、男
女共同参画社会を推進します。
　また、第２次男女共同参画基本
計画の策定に向けた基礎調査を実
施します。

1,741 継続 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

恒久平和推進事業 総務課

男女共同参画推進事業 生涯学習課

　戦争を知らない若年層に対する啓発を実施し、戦争の凄惨さや平和の尊さを学ぶ機会を積極的に創出します。
また、「非核平和の村宣言」に基づき、真の世界恒久平和の確立に向け、村民の平和に対する意識醸成を行いま
す。

人権啓発事業数 ６事業

平和学習事業数 ３事業

村民実感度 基準値

人権啓発事業の充実度 57.9%

平和啓発事業の充実度 -

　人権擁護の理念及び多様性についての正しい理解を促進することで、お互いを尊重し合うことができるよう、
村民や地域、学校、事業者等と連携した人権教育・啓発を推進します。

基本目標 生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり

基本方針 多様性と人権の尊重

数値目標 基準値
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健やかに育ち、 

夢や希望が持てる村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



4

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 妊産婦への支援の充実

② 子育て世代・子育て世帯への支援の充実

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　０～18歳までの児童が医療機関
で保険診療を受けた際の医療費
（通院費・入院費）の自己負担を
助成することで、子育てする家庭
を支援し経済的な負担の軽減を図
ります。

12,790 継続 ■ ■ ■

2

　保育が必要な家庭と認められる
保護者等が、働きながら子育てし
やすい環境を整えるほか、教育・
保育無償化に伴う幼稚園の預かり
保育や認可外保育所にかかる子育
てのための施設等利用給付費を支
給します。

77,461 継続 ■ ■ ■

3

　放課後に家庭での保育を受けら
れない児童の活動拠点を提供し、
子どもたちの健全な育成及び子育
て支援を推進します。

9,574 継続 ■ ■ ■

4

　子育て家庭における生活の安定
と経済的・生活的負担の軽減及び
保護者の育児疲れの解消を目的に
施策を実施し、子育て家庭の生活
上の負担の軽減を図ります。

2,996 継続 ■ ■ ■子育て支援事業 子育て健康福祉課

放課後児童クラブ運営事業 子育て健康福祉課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

小児医療費助成事業 子育て健康福祉課

保育所入所事業 子育て健康福祉課

　子育て中の家庭や子育て世帯となり得る若年層に対し、国や県などとも連携し、経済的・社会的不安を解消す
るための支援・相談体制を整備します。

待機児童数 ０人

合計特殊出生率 1.21

村民実感度 基準値

子育て環境の充実度 67.8%

　妊娠、出産、子育て期の各段階に切れ目なく対応できる支援・相談体制を整備するほか、妊産婦の精神的な不
安を解消するためのきめ細かい支援体制を整えます。

基本目標 健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり

基本方針 子育て環境の充実

数値目標 基準値
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5

　妊産婦に対する健診及び歯科検
診を実施し、母体の健康保持増進
を図ることで、安心して出産でき
る環境を整備します。

1,205 拡充 ■ ■ ■

6

　出産、子育て応援給付金の継続
実施に加え、専門職による相談体
制を整備するなど妊産婦や子育て
家庭に寄り添う伴走型支援を実施
し、安心して出産・育児できるよ
う支援します。

2,795 拡充 ■ ■ ■

妊産婦健康診査事業 子育て健康福祉課

出産・子育て応援事業 子育て健康福祉課
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4

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 地域・家庭との連携による教育の充実

② 幼稚園・小・中学校教育環境の整備

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　外国人による英語活動の推進及
び基礎学力定着を図るため、学習
指導員や学校司書の配置等を行
い、教育の質と学力の向上を推進
します。

16,769 継続 ■ ■ ■

2

　新入学児童及び生徒の健全な育
成に資するため、通学費や給食
費、修学旅行費などの支援を行う
ことで、就学環境の向上を図りま
す。

21,513 継続 ■ ■ ■

3

　清川にひとつの清川らしい幼小
中が一体となった一貫校をつくり
あげるという方針のもと、基本計
画の策定を行います。

22,428 継続 ■ ■ ■

4

　小・中学生に一人１台の学習用
タブレット端末を配布し、個別最
適化した学習に資するとともに、
互いに教え合い、学び合える環境
を整備します。
　また、IＣＴ支援員を配置し、
質の高いIＣＴ教育の環境を整備
します。

19,404 継続 ■ ■ ■ＩＣＴ教育推進事業 学校教育課

幼小中一貫校設置推進事業 学校教育課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

確かな学力の育成推進事業 学校教育課

教育支援事業 学校教育課

　子どもたちが安心して学ぶことができるよう、適切な施設の維持管理に努めるとともに、少人数学級の優位性
を活かし、子どもたち一人ひとりに個別最適化した質の高い教育環境を整備します。

幼稚園・小・中学校の連携事業数 39事業

幼・小・中一貫校の整備進捗 -

村民実感度 基準値

教育環境の充実度 60.2%

　幼稚園・小・中学校と、家庭、地域が連携し、子どもたちの健やかな成長を支えるための教育環境を整備し、
地域の子育て力の強化を図ります。

基本目標 健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり

基本方針 教育環境の充実

数値目標 基準値
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4

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 歴史・文化資源の保護

② 伝統・行事の承継

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　村の伝統文化の継承、青少年の
健全育成、住民の交流、村の観光
振興を図ることを目的として、８
月中旬に青龍祭を実施します。
　また、関係団体の代表者で組織
する実行委員会を主体とし、年間
を通して青龍祭開催に向けた準備
を行います。

1,000 継続 ■ ■ ■

2

　文化財の保護に努めるととも
に、村史編さん過程で収集した未
点検資料の整理や保全を行い、貴
重な文化財や資料を次世代に継承
します。
　また、古い民具等の収集や文化
財保護委員による企画展を開催
し、村の歴史等について、広く周
知・啓発を行います。

950 継続 ■ ■ ■

健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり

文化・芸術の振興と承継

基本目標

基本方針

数値目標 基準値

青龍祭の準備・運営従事者数

村民実感度

　村内に現存する由緒ある神社や寺院をはじめ、天然記念物や有形・無形文化財など、貴重な歴史的資料を適切
に保存し、保護意識の啓発を図ります。

歴史・文化資源の保護・伝承事業の充実度

文化・芸能事業の開催数

433人

２件

基準値

61.0%

所管課

　文化・伝統の承継に向けた担い手の確保のため、世代間の交流の場を拡大し、郷土に対する愛着や誇りを醸成
します。

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

青龍祭 生涯学習課

文化伝承・文化財保護推進事業 生涯学習課

- 29 -



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標５ 

地域特性を活かした 

魅力とにぎわいのある村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



5

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 基幹産業への支援

② 地場産品の消費拡大

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　村内で商工業を営む事業者の経
営安定及び発注機会の向上を図る
ことを目的に村民の方に向けた支
援事業を実施します。
　また、商工共栄会による地域活
性化イベント等への補助を行い、
村内の賑わいづくりや地域の魅力
創出を図ります。

8,542 拡充 ■ ■ ■

2

　産業まつりを開催し、農林業及
び商工業を村内外に広く紹介する
ことで、消費拡大及び地域産業の
発展と振興を図るほか、道の駅
「清川」への出荷を目的とした農
作物の作付けに要する費用や畜産
事業者への防疫対策補助等によ
り、農業振興を推進します。

2,143 継続 ■ ■ ■

3

　農業委員会と連携し、増加傾向
にある遊休農地や荒廃農地や管理
及び経営が厳しくなっている茶園
の今後の対策を検討します。
　また、遊休農地を所有する貸し
手と担い手となる借り手のマッチ
ングを図り、農地の利用促進を図
ります。

67 継続 ■ ■ ■

4

　基幹作物である茶業について、
経営安定及び生産性の向上並びに
消費拡大を図るため、販路拡大に
向けた製品（スティック型粉末
茶）の生産に着手します。

1,440 継続 ■ ■ ■

村内出荷者の売上金額 45,859,000円

茶業活性化支援事業 建設農林課

遊休農地対策事業 建設農林課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

商工振興事業 村づくり観光課

農業振興事業 建設農林課

　村で収穫された農作物や生産された商品などの販路拡大に向けて、道の駅「清川」の機能を充実させ、出荷し
やすい環境を整備するとともに、食育や観光と連携した地場産品の消費拡大を推進します。

不耕作地活用面積 5,192.57㎡

村民実感度 基準値

産業支援の充実度 40.9%

　関係機関と連携し、農地の流動化の推進や不耕作地の活用を図ります。また、お茶や野菜などの農作物や豚肉
など、村で生産される作物の加工製造・販売を一体的に取り組むことで、村ならではの付加価値を生み出しま
す。

基本目標 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり

基本方針 農林商工業の振興

数値目標 基準値
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5

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 宮ヶ瀬湖などの既存観光資源の効果的な活用

② 農林商工業等との連携強化

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　相模女子大学及び村内事業者と
連携し、学生の視点で村食材を活
用した新たなレシピ開発を行うほ
か、各事業者の店舗でメニューを
提供しＰＲすることで、若年世代
の来村者の増加を促し、交流人口
の増加や地域経済の活性化を図り
ます。

490 継続 ■ ■ ■

2

　来訪者増加へ向け、各種団体と
連携した観光促進事業の創出や情
報提供、各種キャンペーン等を実
施するとともに、各種イベントや
観光関連団体への支援を行うこと
で、地域経済の活性化を図りま
す。

17,343 継続 ■ ■ ■

3

　宮ヶ瀬地区に整備した公衆トイ
レや大噴水等の公共施設の適正な
維持管理を行い、観光客をはじめ
とした施設利用者の利便性向上を
図ります。

7,560 継続 ■ ■ ■

4

　指定管理者である㈱アグリメ
ディアと連絡調整を図り、道路利
用者への良好な休憩の場を提供す
るとともに、地場産品の販売等に
よる産業振興の拠点として、ま
た、地域情報発信や村民と来訪者
との交流の拠点としての運営を行
います。

3,243 継続 ■ ■ ■道の駅「清川」管理運営事業 村づくり観光課

宮ヶ瀬地区観光施設管理事業 村づくり観光課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

地域活性化大学連携事業 村づくり観光課

観光対策事業 村づくり観光課

　農林業・商工業をはじめ、周辺の大学や関連団体との連携を強化し、新たな特産品の開発及び新たな魅力を創
出することにより、一体となって観光振興に取組みます。

観光入込客数 2,304,394人

一人あたり観光消費額 137円

村民実感度 基準値

観光対策事業の充実度 45.0%

　四季を通じた観光客の増加、広域連携による滞在型の観光促進を目指し、国・県・近隣市町及び公益財団法人
宮ヶ瀬ダム周辺振興財団との連携を強化し、宮ヶ瀬水の郷地区及び湖畔園地の活性化を図るとともに、その他の
地域も含め観光イベントや施設の運営管理について、民間のノウハウを活用するなど最適な手法を検討します。

基本目標 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり

基本方針 観光産業の活性化

数値目標 基準値
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5

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 企業誘導の推進

② 創業者・就労者支援

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　１階部分で運営されているレス
トラン及び食肉加工事業者を軸と
した村特産品のブランド力の向上
を図ります。
　また、２階部分はサテライトオ
フィスとして活用し、新たな産業
や新規創業者の支援を間接的に行
い、地域経済の活性化を図りま
す。

449 継続 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

ローカルイノベーション拠点施設管理事業 村づくり観光課

　愛川町と共同策定した創業支援等事業計画に基づく創業者の育成・支援、経営者への支援を図るとともに、低
迷する社会情勢不安を解消するための就労者支援を実施し、働く場・働きやすい地域づくりを推進します。

新規事業所数 ３事業所

村内企業への就労者数 86人

村民実感度 基準値

企業誘導に対する満足度 34.8%

創業者・就労者支援の充実度 36.4%

　都市部からのアクセスや豊かな自然などの地理的な特徴を活かすとともに、特定地域土地利用計画に基づく限
られた土地の有効かつ適正な利用により、企業の進出を促進し、雇用の創出や地域の活性化を図ります。

基本目標 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり

基本方針 地域経済の活性化

数値目標 基準値
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5

4

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① きよかわブランドの積極活用

② シティプロモーションの推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　ふるさと納税制度を通じて、村
特産品や自然体験サービス等を返
礼品として贈呈することにより、
村の魅力を全国に発信するととも
に産業・観光の振興を図るほか、
自主財源を確保することで、村の
自主性・自立性を高めます。

27,067 継続 ■ ■ ■

2

　令和４年度に創設した「きよか
わブランド」の認定品の普及啓発
を行い、村の知名度向上や地域産
業の振興、また、地域産品の魅力
向上を図ります。

741 拡充 ■ ■ ■

3

　村の知名度向上及び観光客・関
係人口・交流人口増加の推進を図
ることを目的に、村のプロモー
ション動画の作成や各種メディア
の活用を図り、地域情報の発信を
推進するほか、村の地域資源の一
つである水を活用した「清川の恵
水」の販売啓発を行います。

347 拡充 ■ ■ ■

所管課

ふるさと応援寄附金推進事業 村づくり観光課

きよかわブランド推進事業 村づくり観光課

地域セールス推進事業 村づくり観光課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

シティプロモーションに対する満足度 45.0%

　きよかわブランド認定品の販路拡大や、PR事業を積極的に実施し、ブランドの地位を確立することで訴求力を
高め、地場産品の普及拡大を推進します。

　村の魅力ある資源や地域特性を積極的にPRするほか、各種メディア、イベント等を活用し、対象者に応じた情
報発信を行うことで交流人口、関係人口を創出し、地域のにぎわいを創出します。

清川ブランド認定品目数 13品目

ふるさと応援寄附金額 38,259,000円

村民実感度 基準値

基本目標 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり

基本方針 地域セールスの推進

数値目標 基準値
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5

5

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 土地・建物の供給促進

② 空き家の利活用の推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　村民が自ら所有する土地に建設
する整備基準を満たす住宅を村が
村営住宅として15年間借り受け、
若年層で子どもを扶養している方
に対し優先的に転貸することで、
村内の地域活性化や移住・定住促
進を図ります。

8,825 継続 ■ ■ ■

2

　移住・定住促進及び地域活性化
を図ることを目的に、子育て世帯
や子育て世帯になり得る世帯に対
し賃貸を行います。
　また、敷地内の良好な環境を維
持するため、維持管理を行いま
す。

1,010 継続 ■ ■ ■

3

　空き家を賃貸用住宅としてリ
フォームする所有者または入居者
に対し、リフォーム費用、家財道
具処分費の補助を行うことで、移
住・定住促進を図ります。
　また、空き家解体費の一部を補
助することで、土地の利活用を促
進します。

1,005 継続 ■ ■ ■

4

　新築及び中古住宅を建築・取得
した方への助成のほか、住宅の新
築・増改築・購入のために金融機
関から融資を受けた方へ利子補給
金を交付し、村民の住宅取得を支
援することで、移住・定住を促進
します。

9,390 継続 ■ ■ ■住宅取得支援事業 村づくり観光課

所管課

借上型村営住宅推進事業 村づくり観光課

子育て世代型住宅管理事業 村づくり観光課

空き家対策事業 村づくり観光課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

土地・建物の利活用に対する満足度 34.7%

　自然と調和しながらも、限られた土地を最大限有効活用するため、既存の空き家や空き地の利用を促進し、移
住希望者に対する住宅や土地の供給量を増やすことで、将来目標人口の達成を目指します。

　新たな空き家の利活用方策の検討と、魅力ある住環境を提供することで、移住・定住を促進します。

住宅取得関連補助金の申請件数 10件

移住・定住促進施策による移住者数 16人

村民実感度 基準値

基本目標 地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり

基本方針 移住・定住の促進

数値目標 基準値
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基本目標６ 

村民と行政が共に歩む村づくり 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



6

1

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 自治会機能・地域の課題解決力の強化

② コミュニティ団体への支援

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　自治会や多様なコミュニティ団
体の活動を支援することで、地域
コミュニティの活性化及び村民同
士の連携強化を図るとともに、協
働による村政運営を推進します。

2,005 継続 ■ ■ ■

2

　世代を超えた仲間づくりや地域
コミュニティの活性化、コミュニ
ティ相互の連携強化などを図るこ
とで、担い手の発掘・育成や郷土
愛の醸成を図るため、村民が主体
となる任意の集会等による合同懇
親会を開催します。

100 新規 ■ ■ ■

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

コミュニティ活動支援事業 総務課

地域コミュニティ活性化事業 政策推進課

　村民による自主的な活動を支援することで、地域課題の解決などに向けたコミュニティ力を醸成するととも
に、村民と行政の情報共有を強化し、地域交流などのコミュニティ活動への支援の充実を図ります。

自治会加入率 66.5%

コミュニティ活動促進事業補助金利用団体数 ２団体

村民実感度 基準値

自治会機能・地域コミュニティに対する満足度 58.3%

　自治会の活動支援の強化をはじめ、自治会相互間の連携促進や組織再編を検討するとともに、自治会館や住民
センターなどのコミュニティ活動の場の充実を図ります。

基本目標 村民と行政が共に歩む村づくり

基本方針 地域コミュニティの活性化

数値目標 基準値
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6

2

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 広域連携の推進

② 健全な行財政運営の推進

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　電算機器や情報通信ネットワー
クを安全かつ円滑に利用できる環
境を構築し、事務の効率化を図る
とともに、行政手続きのオンライ
ン化を推進します。
　また、令和８年度からの稼働が
予定されている、システムの標準
化・共通化を推進します。

69,192 拡充 ■ ■ ■

2

　AIを搭載した議事録支援ツール
の導入による業務負担の軽減を図
るほか、DX推進プロジェクトチー
ムを中心とした組織横断的な情報
共有による先進技術の業務導入に
向けた検討を行います。

1,357 新規 ■ ■ ■

3

　課税資料の整備を行い、村税の
適正かつ公平な賦課・徴収の充実
を図るとともに、口座振替加入促
進を行い、収納事務の効率化や納
税者等の利便性の向上に努めま
す。また、キャッシュレス収納を
活用し、納税環境の拡充を図りま
す。

4,076 継続 ■ ■ ■

行政サービスのデジタル化に対する満足度 60.2%

賦課徴収管理事業 税務住民課

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

所管課

電算管理事業 総務課

ＤＸ推進事業 政策推進課

　財政計画や公共施設等総合管理計画等の個別計画に基づき、限られた経営資源の効率的な活用と、経営的視点
を取り入れた健全な財政運営に努めます。また、事務事業の見直しによる歳出の抑制や継続的な歳入の確保によ
り、持続可能な行財政運営を図ります。

村税徴収率 99%

手続きの電子化・オンライン化対応項目数 24項目

村民実感度 基準値

広域行政によるメリットを実感している村民の割合 54.6%

　村単独で処理することが困難な行政課題について、近隣市町との連携を密にし、的確かつ効率的な課題解決方
策を検討することで、村民サービスの悪化を防ぎます。

効率的かつ健全な行財政運営がされていると思う村民の割合 47.3%

基本目標 村民と行政が共に歩む村づくり

基本方針 効率的な行財政運営の推進

数値目標 基準値
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6

3

＜成果指標＞

＜基本施策＞

① 効果的かつ効率的な情報発信の推進

② 広聴事業の充実

＜実施計画事業＞

R6 R7 R8

1

　広報紙やホームページ等を活用
した広報活動により、村政情報を
村民等に周知するとともに、住民
懇談会や村長への手紙を通じた広
聴活動の充実を図ることで、村民
と行政が一体となった村政運営を
推進します。

6,951 継続 ■ ■ ■

2

　第３次清川村総合計画後期基本
計画の最終評価及び第４次清川村
総合計画の進行管理を行います。
　また、中学生を対象としたワー
クショップを開催し、村民の村政
への参画機会を創出します。

148 継続 ■ ■ ■

村民と行政が共に歩む村づくり

情報共有・情報発信体制の強化

基本目標

基本方針

数値目標 基準値

ホームページアクセス件数

村民実感度

　広報紙やホームページをはじめとする既存の情報発信媒体に加え、時代や村民ニーズに即した新たな情報発信
の手法を検討し、より広く村政情報を伝えられる環境整備を推進します。

情報発信・情報管理に対する満足度

住民懇談会参加者数

790,000件

22人

基準値

50.4%

54.1%

所管課

住民参画・広聴事業の充実度

　住民懇談会をはじめとする意見聴取の機会を充実させることで村民との情報共有を図り、村民ニーズの把握に
よる最適な行政サービスの提供を図るとともに、村民と行政の相互協力による村づくりを行う体制を強化しま
す。

No. 事業名 内容
R6事業
費（千
円）

区分
実施年度

広報広聴事業 総務課

村づくり推進事業 政策推進課
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Ⅳ 成果指標一覧 

自然と調和した美しい村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向 性 

森林整備面積 35.27ha 
(2022 年度実績) 

131ha 
(2028 年度までに) ↗ 

有害鳥獣捕獲頭数 158頭 
(2022 年度実績) 

160頭 
(2028 年度までに) ↗ 

主要公共施設における CO2排出量 1,382t-CO2 
(2022 年度排出推計) 

△20％ 
(2028 年度までに) ↘ 

１人１日あたりの家庭系ごみ排出量 868.5g 
(2022 年度実績) 

776g 
(2028 年度までに) ↘ 

ごみの資源化率 29.3% 
(2022 年度実績) 

36％ 
(2028 年度までに) ↗ 

森林整備に対する満足度 48.1％ 53％ ↗ 

鳥獣被害に対する満足度 31.1％ 41％ ↗ 

地球温暖化防止対策事業の充実度 57.9％ 63％ ↗ 

ごみの資源化・減量化に対する満足度 65.5％ 71％ ↗ 

快適で安全・安心な村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向 性 

水質検査結果項目における基準値を逸脱する項目数 ０項目 
(2022 年度実績) 

０項目 
(/年) → 

下水道施設設備の長寿命化率 5.0％ 
(2022 年度時点) 

18％ 
(2028 年度までに) ↗ 

不法投棄件数 20件 
(2022 年度実績) 

0件 
(2028 年度までに) ↘ 

清川村みちづくり計画に基づく村道整備率 18.3％ 
(2022 年度実績) 

43％ 
(2028 年度までに) ↗ 

防災行政無線難聴地域解消率 - 100％ 
(2028 年度までに) ↗ 

防災訓練参加率 16％ 
(2023 年度実績) 

25％ 
(2028 年度までに) ↗ 

消防団員数 84人 
(2022 年度実績) 

100人 
(2028 年度までに) ↗ 

交通事故発生件数 ９件 
(2022 年度実績) 

０件 
(2028 年度までに) ↘ 

刑法犯認知件数 10件 
(2022 年度実績) 

０件 
(2028 年度までに) ↘ 

簡易水道事業に対する満足度 79.5％ 85％ ↗ 
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下水道事業に対する満足度 69.1％ 74％ ↗ 

地域環境美化に対する満足度 57.9％ 63％ ↗ 

公共交通に対する満足度 34.8％ 45％ ↗ 

道路機能の維持に対する満足度 55.7％ 61％ ↗ 

防災・減災対策に対する満足度 62.9％ 68％ ↗ 

消防・救急に対する満足度 79.5％ 85％ ↗ 

交通安全・防犯対策に対する満足度 64.7％ 70％ ↗ 

生涯を健康で、支え合いながら暮らせる村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向 性 

健康診査受診率 33.2％ 
(2022 年度実績) 

39％ 
(2028 年度までに) ↗ 

生涯学習イベント開催数 ２件 
(2022 年度実績) 

２件 
(/年) → 

生涯スポーツイベント開催数 ２件 
(2022 年度実績) 

２件 
(/年) → 

サロン活動の地域カバー率 77.8％ 
(2022 年度実績) 

100％ 
(2028 年度までに) ↗ 

要介護認定率 16.5％ 
(2028 年度推計値) 

15.5％ 
(2028 年度までに) ↘ 

人権啓発事業数 ６事業 
(2022 年度実績) 

７事業 
(2028 年度までに) ↗ 

平和学習事業数 ３事業 
(2022 年度実績) 

５事業 
(2028 年度までに) ↗ 

地域医療体制の充実度 61.7％ 67％ ↗ 

健康づくり事業の充実度 72.3％ 77％ ↗ 

生涯スポーツ・生涯学習の充実度 54.2％ 59％ ↗ 

高齢者・障がい者福祉サービスの充実度 70.3％ 75％ ↗ 

社会参加と生きがいづくり支援の充実度 59.8％ 65％ ↗ 

各種保険サービスの充実度 61.7％ 67％ ↗ 

人権啓発事業の充実度 57.9％ 61％ ↗ 

平和啓発事業の充実度 - 56％ ↗ 
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健やかに育ち、夢や希望が持てる村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向性 

待機児童数 ０人 
(2022 年度実績) 

０人 
(/年) → 

合計特殊出生率 1.21 
(2022 年度実績) 

1.42 
(2028 年度までに) ↗ 

幼稚園・小・中学校の連携事業数 39事業 
(2022 年度実績) 

39事業 
(/年) → 

幼・小・中一貫校の整備進捗 - 100％ 
(2028 年度までに) ↗ 

青龍祭の準備・運営従事者数 433人 
(2022 年度実績) 

450人 
(2028 年度までに) ↗ 

文化・芸能事業の開催数 ２件 
(2022 年度実績) 

２件 
(/年) → 

子育て環境の充実度 67.8％ 73％ ↗ 

教育環境の充実度 60.2％ 65％ ↗ 

歴史・文化資源の保護・伝承事業の充実度 61.0％ 64％ ↗ 

地域特性を活かした魅力とにぎわいのある村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向 性 

不耕作地活用面積 5,912．57 ㎡ 
(2022 年度までに) 

10,000㎡ 
(2028 年度までに) ↗ 

村内出荷者の売上金額 45,859,000 円 

(2022 年度実績) 

55,000,000 円 

(2028 年度までに) 
↗ 

観光入込客数 2,304,394 人 
(2022 年度実績) 

2,500,000 人 
(/年) 

↗ 

一人あたり観光消費額 137円 
(2022 年度実績) 

250円 
(2028 年度までに) ↗ 

新規事業所数 ３事業所 
(2022 年度実績) 

５事業所 
(2028 年度までに) ↗ 

村内企業への就労者数 86人 
(2022 年度実績) 

100人 
(/年) ↗ 

清川ブランド認定品目数 13品目 
(2022 年度実績) 

25品目 
(2028 年度までに) ↗ 

ふるさと応援寄附金額 38,259,000 円 

(2022 年度実績) 
70,000,000 円 

(2028 年度までに) ↗ 

住宅取得関連補助金の申請件数 10件 
(2022 年度実績) 

80件 
(2028 年度までに) ↗ 

移住・定住促進施策による移住者数 16人 
(2022 年度実績) 

100人 
(2028 年度までに) ↗ 

産業支援の充実度 40.9％ 51％ ↗ 

観光対策事業の充実度 45.0％ 55％ ↗ 
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企業誘導に対する満足度 34.8％ 45％ ↗ 

創業者・就労者支援の充実度 36.4％ 46％ ↗ 

シティプロモーションに対する満足度 45.0％ 56％ ↗ 

土地・建物の利活用に対する満足度 34.7％ 45％ ↗ 

村民と行政が共に歩む村づくり 

指標名 現状値 目標値 方 向 性 

自治会加入率 67.9％ 
(2022 年度実績) 

70％ 
(2028 年度までに) ↗ 

コミュニティ活動促進事業補助金利用団体数 ２団体 
(2022 年度実績) 

４団体 
(2028 年度までに) ↗ 

村税徴収率 99％ 
(2022 年度実績) 

100％ 
(2028 年度までに) ↗ 

手続きの電子化・オンライン化対応項目数 24項目 
(2022 年度実績) 

130項目 
(2028 年度までに) ↗ 

ホームページアクセス件数 790,000 件 
(2022 年度実績) 

1,000,000 件 
(2028 年度までに) 

↗ 

住民懇談会参加者数 22人 
(2022 年度実績) 

40人 
(2028 年度までに) ↗ 

自治会機能・地域コミュニティに対する満足度 58.3％ 63％ ↗ 

広域行政によるメリットを実感している村民の割合 54.6％ 60％ ↗ 

効率的かつ健全な行財政運営がされていると思う村民の割合 47.3％ 57％ ↗ 

行政サービスのデジタル化に対する満足度 60.2％ 65％ ↗ 

情報発信・情報管理に対する満足度 50.4％ 60％ ↗ 

住民参画・広聴事業の充実度 54.1％ 59％ ↗ 
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